
　

記
念
館
主
催
に
よ
る
第
二
回
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
は
平
成
二
十
年
春
か
ら
募
集

を
開
始
し
、
十
二
月
一
日
〜
十
四
日
作

品
搬
入
を
行
い
、
同
二
十
四
日
に
審
査

委
員
会
を
開
き
、
入
賞
六
点
、
入
選
十

六
点
を
決
定
し
ま
し
た
。
審
査
委
員
長

を
務
め
た
浅
井
愼
平
氏
（
写
真
家
・
大

阪
芸
術
大
学
大
学
院
教
授
）
は
「
文
学

と
写
真
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い

う
試
み
が
写
真
の
新
し
い
道
を
切
り
開

く
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
」
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

〔
応
募
者
数
〕
四
十
人
（
県
内
二
十
二
人

　

県
外
十
八
人
）

〔
入
賞
者
〕
六
人

〔
入
選
者
〕
十
六
人
（
う
ち
二
人
二
点
入

選
あ
り
）

第
２
回　

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果

〔
応
募
総
数
〕
五
十
七
点

　

さ
ま
ざ
ま
な
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
が
あ

る
が
、
そ
の
中
で
こ
の
秋
艸
道
人
賞
ほ

ど
対
象
へ
の
深
い
理
解
を
必
要
と
す
る

も
の
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
参
加
す

る
写
真
家
た
ち
の
情
熱
に
敬
意
を
持
っ

て
審
査
に
臨
ん
だ
。
幸
い
に
も
昨
年
第

一
回
か
ら
大
賞
に
素
晴
ら
し
い
作
品
を

得
た
。
は
た
し
て
そ
れ
が
第
二
回
の
今

年
に
つ
な
が
る
の
だ
ろ
う
か
。
少
な
か

ら
ず
心
配
し
て
い
た
が
、
結
果
は
昨
年

以
上
の
も
の
と
な
っ
た
。

秋
艸
道
人
の
歌
の
こ
こ
ろ

と
そ
の
人
格
を
現
代
的
映

像
に
映
し
撮
っ
て
見
事

だ
っ
た
。
審
査
員
を
は
じ

め
関
係
者
一
同
が
意
見
を

同
じ
く
し
た
こ
と
を
素
直

に
喜
び
た
い
。
こ
の
コ
ン

ク
ー
ル
は
さ
ま
ざ
ま
な
可

能
性
を
秘
め
て
お
り
、
映

像
の
文
化
と
し
て
だ
け
で

は
な
く
人
間
の
存
在
へ
の

ま
な
ざ
し
と
し
て
の
写
真

の
あ
り
よ
う
を
も
、
問
い

か
け
る
も
の
と
し
て
も
大

き
な
期
待
が
持
て
る
。
會

津
八
一
記
念
館
の
未
来
に

も
意
義
あ
る
も
の
と
再
確

認
し
た
。

　【秋艸道人賞】
　中原一磨（６１）　新潟市中央区　アマ１８年
天地に　われひとりいて　立つごとき　このさびしさを　君はほ
ほ笑む　　　　　　　　作品対象「蓮、薄、月、星」（鳥屋野潟）

　【早稲田大学會津八一記念博物館館長賞】
　赤塚　一（６１）　新潟県燕市　アマ３０年
都辺を　のがれ来たれば　ねもごろに　潮うち寄する　
ふるさとの浜　　　作品対象「流木」（佐渡市羽茂素浜）

「
歌
の
心
を
見
事
な
映
像
に
」

浅
井
審
査
委
員
長
の
講
評

秋
艸
道
人
賞
に
中
原
一
磨
さ
ん（
新
潟
市
）

　

第
２
回
「
會
津
八
一
の
歌
を
映
す
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
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　【新潟市長賞】
　山口晴久（５４）　大阪府池田市　　プロ３０年
大寺の　円き柱の　月影を　土にふみつつ　ものを
こそ思え　　　　　　　　　作品対象「南禅寺山門」

　【胎内市長賞】
　淡路晃二（４８）　新潟市東区
　　　　　　　　　　　　アマ１０年
水煙の　天つ乙女が　衣手の　ひま
にも澄める　秋の空かな
　　作品対象「雲」（新潟県笹ケ峰）

　【新潟日報社賞】
　加藤喜次郎（７８）　福島市
　　　　　　　　　　　　　アマ５０年
水煙の　天つ乙女が　衣手の　ひまに
も澄める　秋の空かな
作品対象
「観音寺　五重塔」（福島市上鳥渡）

　【BSN（新潟放送）賞】
　渡辺一寿（４７）　新潟県三条市　アマ２年　
天地に　われひとりいて　立つごとき　この
さびしさを　君はほほ笑む
作品対象
「棚田に咲くひめさゆり」（三条市五百川）
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